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４－１２ 日光・足尾付近の地震活動（2007 年 11 月～2008 年 4 月） 

Seismic activity around the Nikkou-Ashio area (November,2007～April,2008) 

 

                                        東京大学地震研究所 地震地殻変動観測センター 

                       Earthquake Research Institute, University of Tokyo 

 

2007 年 12 月から 2008 年 2 月にかけて深部低周波地震が 44 個発生した．2005 年 1～3 月以

来のまとまった発生となった．2005年の時は，5月にM4.7を含む群発地震活動が続いて発生してい

る． 

 

図 1  日光・足尾地域の地震活動（2007 年 11 月～200８年 4月, Depth ≦15km） 図中の▲は活火

山を，▽は観測点を示す．2008 年 2月 28 日 M3.5，深さ 3.1km の地震が深部低周波地震の震源の

真上で発生した．メカニズムは横ずれ成分を含んだ北西―南東圧縮軸の逆断層である． 

図 2  月別の頻度分布図 ，エネルギー積算図およびｂ値（1994 年～200８年，Depth ≦15km） 

上図  月別の頻度分布図  左軸は地震発生数，右軸は累積地震数（1993 年 11 月からの数） ，白

抜きの棒グラフは月別のすべての数，黒はＭ≧1.0 を示す． 図の下の黒●はその月に発生した低

周波地震の数に対応している． 2002 年 3月の星印は 58個の，2008 年 2月の星印は 26個の低周

波地震を示す．  2005 年 1～3 月は 15 個，2007 年 12 月～2008 年 1 月 44 個発生． 

中図  エネルギー積算図  1999 年 12 月にM4.6 が 2 個，2001 年 3 月にM4.8 が発生し，2005 年

５月にM4.4,M4.7 が発生している． 

下図  年度別のｂ－値  最尤法により得られた１年間のｂ値を最後の月に示す．グラフの折れ曲が

りは 1999 年 12月のM4.6，2001 年 3月のM4.8，2002 年 3月の低周波地震とその後の地震数の増

加に対応している．2003 年 2 月の折れ曲がりには対応する特別な活動はない． 2007 年後半からｂ

値はほぼ 0.85 に収束していたが，2007 年 12 月～2008 年 3 月の深部低周波地震の発生後，増加

に転じている．  

図３ 足尾付近の低周波地震（2002 年 1 月～200８年 4 月） 

hypoDD (Waldhauser,2001)により震源分布を求めた．2007 年 12 月に 9 個，2 月に 35 個，3 月に 1

個の深部低周波地震が観測された．低周波地震は内の籠断層の東側，深さ 40km～22km で発生し

ている．微小地震の分布とは震央をすみ分けている．2002 年は深部低周波地震の発生後，微小地

震が増加した．2005 年の 1～3 月の活動に呼応して 5月 8 日のM4.7 の地震の発生があった． 

図 4 高原山付近の深部低周波地震（2002 年～200８年） 

hypoDD (Waldhauser,2001)により震源分布を求めた．200７年１２月から 200８年 4月にかけて深部低

周波地震活動が活発であり， 12個の震源が求まった. 震源の深さは１5kmと28km付近に集中して

いる．ここでは地殻下部 15km まで低周波地震が発生している．微小地震はその上部地殻では発生

していない． 
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